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ると入院中のがん患者が 14 万 2,200 人、外来
通院のがん患者が 18 万 3,600 人であり、在宅
で生活しながら通院している患者が多い（厚生
労働省 , 2017）。平成 26 年患者調査（厚生労働
省 , 2014）と比較すると、入院中のがん患者が
約 1 万 2,800 人だけでなく、外来通院中のがん






























Nursing Care by Experienced Nurses to Home-visiting Care Users
Receiving Outpatient Chemotherapy and their Family Members
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